




























































を促しつつ，彼らに “知の共有” に向けた意識を促すにあたり，彼らが “成長機会の
拡大” を実感できるよう，日本本社とも連携を試みつつ各種の取り組みを進めている
点が指摘された。





















めており，「技能を磨く “道場”」として，「意識的に “作業現場” を復活させる」こと
が喫緊の課題となっている点が指摘された。
　第 2点は，上記③と関連し，今回お話を伺った 4つの事例のいずれにおいても，ベ
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